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-大谷古墳群周辺分布図- 

 
大谷古墳群―立地と環境—  

福岡市の西南部にそびえる背振山系の一支脈
である油山(標高約５９２m)の山麓はいくつもの
舌状台地を派生させる。特に小笹、平尾周辺の
台地は鴻ノ巣山を中心として発達しており福岡
平野と早良平野を二分し、博多湾にいたってい
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る。その油山山麓部一帯には古墳時代後期の小古墳が群集し一大群集墳を形成している。大谷古墳群もその
ひとつであり、油山支脈が早良平野に突出し飯倉丘陵へと続く同支脈先端部に位置し、西に駄ヶ原古墳群、東
に倉瀬戸古墳群、早苗田古墳群、鳥越古墳群が分布している。  

大谷古墳群は昭和４６年に宅地造成工事にともなって、１号墳～7号墳の７基が発掘調査された。調査後、３
号墳の埋葬施設であ 

 
－大谷古墳群分布図－ 

ある竪穴式石室は、梅林中学校の校庭に移築復元されて教育施設の一環として利用されている。  
１、２、１１号墳は西に延びる丘陵の南側斜面上、標高約６６m～７８.５mに位置し、１、１１号墳は南西に開口

し、２号墳は南に開口する両袖単室の横穴式石室を埋葬施設に持つ。３号墳は、１、２、１１号墳が存在する丘
陵の南側の谷を挟んだ丘陵の屋根稜線上、標高約８０mに位置し、竪穴式石室を埋葬施設に持つ。４、５号墳
は北に延びる丘陵の東側斜面上、標高１１５～１２０mに位置し、４号墳は東に開口する両袖単室の横穴式石
室、５号墳は南東に開口する両袖複室の横穴式石室を埋葬施設に持つ。６号墳は４、５号墳と同一丘陵の屋根
稜線上、標高約１３０mに位置し、南東に開口する両袖単室の横穴式石室を埋葬施設に持つ。７号墳は４、５、６
号墳が存在する丘陵の東側の谷を挟んだ丘陵の西側斜面上、標高約１３３mに位置し、南に開口する両袖単室
の横穴式石室を埋葬施設に持つ。8、９号墳は３号墳が存在する丘陵の屋根綾線上、標高約１２５m～１４０mに
位置し、８号墳は南に開口し、９号墳は南西に開口する両袖単室の横穴式石室の埋葬施設に持つ。10号墳は
７、８号墳が存在する丘陵の北東側の谷を挟んだ丘陵の南西側斜面上、標高約１４９mで大谷古墳群中最高所
に位置し、南西に開口する両袖複室の横穴式石室の埋葬施設に持つ。 
 
大谷古墳群１～7号墳は発掘調査済みである。 
＊1972年福岡市教育委員会発行の「大谷古墳群Ⅰ発掘調査報告書」、1985年福岡市教育委員会発行の「大谷古墳群Ⅱ福岡市
埋蔵文化財発掘調査報告書」を参照 
 
(大谷古墳群8号墳) （旧７号墳） 

本墳は北西に延びる丘陵の標高１２３m～１２５ｍの屋根稜
線上先端部に位置し、同一丘陵の屋根稜線上に立地する9
号墳より北西に約１００mの距離を測る。また、本墳からは早
良平野や博多湾一帯を望むことができる。 
〇墳丘 
墳丘はその存在が全く確認できず、したがって、一見して古
墳と判断することは困難な状況であるが、石室の周壁の一
部がわずかに露出しており、それに伴う落ち込みがみられ
る。このように墳丘の形状及び規模等の詳細は不明である。 
〇石室  
本墳の埋葬施設は、残存している石材の配列状態より察し
て、ほぼ南に開口する横穴式石室であると思われる。石室
は土砂の流入のため不明確であり、落ち込みの北側に奥壁
と思われる２段の石積みが確認できる程度である。腰石は
完全に土砂で埋没しているので、平面プランおよ 
－大谷古墳群8号墳地形図－ 
び規模等の詳細は不明である。また、落ち込みの周辺には
本墳の石材と思われるものが点在している。尚、本墳に使用
されている石材は全て花崗岩である。  
 
(大谷古墳群9号墳) （旧8号墳） 
　本墳は北西に延びる丘陵の標高１３７m～１３８.５m間の尾
根稜線上に位置し、同一丘陵の8号墳より南東に約１００m、
標高差約１０mで、北東側の谷を挟んで存在する10号墳より
西に約１５０m、標高差約１０mの距離を測る。本墳の存在す

る丘陵の屋根稜線部付近から西側の谷に向って幅約２０mに渡って土砂が著しく流出している。  
〇墳丘  

墳丘盛土は石抜き、及び自然崩壊により流出
が激しく全く原形をとどめておらず、墳裾線も確
認することができない。そのため、墳形、規模と
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もはっきりしない。本墳の存在する丘陵の斜面には、数個の石材が点在している。 
○石室  

本墳の埋葬施設は、谷に向ってほぼ南西に開口する両袖単室の横穴式石室である。石室の残存状態は、天
井石、周壁上部の石材の崩壊等により原形をとどめていない。玄室内に 

 
－大谷古墳群9号墳地形図－ 

は１１０cm×７０cm 度の石材が落ち込んでいる。現状では奥壁幅約１８０cm、右側壁幅約１６５cm、左側壁幅約
１９０cmを測る。 

奥壁は現床面より３段であり壁高は約１３０cm
である。腰石には９５ｃｍ×４５cm程度の石材を
横位に２枚設置し、２段目には９５cm×４０cm
程度の石材を横位に２枚積み上げ、３段目に
は４０cm×４５cm程度の石材を４枚並べて積
み上げている。１段目には栗石の使用が見ら
れる。 
右側壁は４段で、１段目は１０５cm×２５cm程
度の石材と７０cm×１５cm程度の石材をそれ
ぞれ横位に使用し、２段目には７０cm×４０cm
程度の石材と９０cm×５０cm程度の石材を積
み上げている。３段目、 
－大谷古墳群9号墳石室実測図－ 
４段目には６０cm×４５cm程度の石材を積み
上げている。 
左側壁は４段で、腰石は土砂の流入によって
判然としないが、現状で８０cm×２５cm程度の
石材を２枚並べて使用している。２段目からは

６０ｃｍ×４０cm程度の石材を積み上げている。右側壁に比べやや小ぶりの石材を使用している。右袖石は４０
cm×６０cm程度の石材を使用している。左袖石は埋没、崩壊により確認することはできない。 

羨道は羨道右側壁に２段石積みが認められるが、羨道左側壁は土砂の流入による埋没、崩壊により詳細は
明らかでない。尚、本墳の石材は全て花崗岩である。  
 
(大谷古墳群10号墳) （旧9号墳） 

本墳は北西に延びる丘陵の標高１４５m～１４
９.５m間の比較的ゆるやかな南側斜面上に位
置し、本古墳群中最高位に存在する。本墳より
谷を挟んで南西側に存在する9号墳より約１５０
m、標高差約１０mの距離を測る。また、開口部
側の境裾近くには幅５m程度土砂の流出が見ら
れる。 
 〇墳丘  
墳丘盛土はほぼ完全な状態で残存しており、現
状での墳丘径は主体部主軸方向に１１m、主軸
と直交する方向に９.５mを測る不整形な円墳で
ある。しかし、開口部側の落ち込みのために開
口部側の墳裾は判然としない。また、墳頂高は
１４９.７２６mであり、墳丘の比高は墳丘頂部か
ら南西側に約４.５m、北東側に約０.５mを測る。 
－大谷古墳群10号墳地形図－ 
〇石室  
本墳の埋葬施設は、開口主軸方向をS-４８°-W
にとり、ほぼ南西の谷に向って開口する両袖複
室の横穴式石室である。石室の残存状態は、
比較的良好であるが、多量の土砂の流入によ
り、床面、腰石は不明確である。後室について
は、現状で奥壁幅約１７６cm、右側壁幅約２４８
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cm、左側壁幅約２６４cm、前壁幅約１９４cm、玄門幅約９４cmを測る。 
奥壁は５段で、腰石には１７６cm×７０cm程度の石材を１枚使用してあり、２段目、３段目には８０cm×５０cm程

度の石材を横位に積み上げている。それより上段になると、５０cm×３０cm程度の石材を雑に積み上げている。
また、２段目、３段目には右側壁に架構する力石の使用が見られる。 

右側壁は５段で、腰石には１２０cm×６０cm程度の石材を横位に２枚設置している。２段目からは１００cm×５０
cm程度の石材比較的丁寧に積み上げている。また、栗石の使用が顕著である。 

左側壁は５段で、腰石に１０cm×５０cm程度の石材を２枚使用している。２段目、３段目、４段目は１００cm×５
０cm程度の石材と６０cm×４０cm程度の石材を比較的丁寧に積み上げているが、５段目は３０cm×２０cm程度
のぶりの石材を雑に積んでいる。また３段目には、石材を失い封土を露出しているところが見られる。 

前壁は３段で、楣石に１００cm×４０cm程度の石材を使用している。２段目には１００cm×６０cm  
程度の石材、３段目には８０cm×３
０cm程度の石材を積み上げてい
る。左右袖石は５０cm×１００cm程
度の石材を縦位に使用している。
天井石は、２枚使用しているが、
前壁側の天井石が奥壁側の天井
石の上段に構築されている。前室
については、土砂の流入により袖
石、腰石が不明確である。現状で
右側壁は４段で、１段目は９０cm×
２０cm程度の石材が確認できるだ
けである。２段目以上 
－大谷古墳群10号墳石室実測図－ 
は６０cm×５０cm程度の石材を比
較的雑に積み上げている。 
左側壁は４段で、１段目は５０cm×
２０cm程度の石材が確認できる。
２段目以上は８０cm×５０cm程度
の石材を比較的丁寧に積み上げ

ている。また、両側壁ともせり出しが激しい。天井石は２枚使用している。 
羨道は石材がほとんど残存していないが、天井石が前室の天井部より２０cm程度下がり、前室と羨道部を明

確に区分している。尚、本墳の石材は全て花崗岩である。  
 

(大谷古墳群１１号墳)  
本墳は西に延びる丘陵の標高６５m～７０m
間の比較的急な南側斜面上に位置し、同一
丘陵上の斜面に立地する１号墳より西に約
２２m、標高差約３mの距離を測る。 
〇墳丘 
墳丘盛土は本群中比較的良好である。現状
での墳丘径は、主体部主軸方向に約８m、
主軸と直交する方向に約１０mで不整形な
円墳である。墳頂と墳裾との標高差は、約３
mを測る。 
〇石室 
　本墳の埋葬施設は、開口主軸方向をS-３
４°-Wにとり、南西に開ロする両袖単室の 
 
－大谷古墳群１号墳、11号墳地形図－ 

横穴式石室である。石室の残存状態は、
比較的良好であるが、土砂の流入のため
に床面、腰石は不明瞭であり、また、床面
には多数の石が散在している。 
奥壁は４段で、腰石には右側壁側に５５
cm×１００cm程度の石材を縦に、左側壁
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側に１２０✕８０cm程度の石材を横位に使用している。２段目、３段目には７０cm×５０cm程度の石材を横位に積

み上げている。４段目には３０cm×２０cm程度の石材を数個使用している。 
右側壁は５段で、腰石には奥壁側に１ 

－大谷古墳群11号墳石室実測図－ 
４０cm×３５cm程度の石材、前壁側に４５cm×４０cm程度の石材を使用している。２段目、３段目は奥壁側に６０
cm×５0cm程度の石材を使用し、前壁側に４０cm×３０cm程度の石材を積み上げている。４段目、５段目は３０
cm×３０cm程度の石材を使用している。 

左側壁は５段で、腰石には奥壁側に１６０cm×６０cm程度の石材を横位に、前壁側に５０cm×７０cm程度の石
材を縦位に使用している。２段目、３段目は６０cm×７０cm程度の丸味をおびた石材を数個使用している。４段
目、５段目には３０cm×２０cm程度の石材を積み上げている。左右両側壁とも栗石の使用が目立つ。前壁は２段
で、楣石に１００cm×７０cm程度の石材を使用し、その上に８０cm×４０cm程度の石材を積み上げている。天井
石は一枚である。左右袖石は４０cm×８０cm程度の石材を縦位に使用している。 

羨道は、左右一段で、７０cm×６０cm程度の石材を２枚使用している。尚、本墳の石材は花崗岩である。 
＊大谷古墳群8号墳～11号墳の文面および作図は1985年福岡大学歴史研究部考古学班発行の「七隈21号」から転用した。 
＊「七隈21号」では、7号墳を10号墳、8号墳を７号墳、9号墳を8号墳、10号墳を9号墳としていたが、福岡市埋蔵文化財地図に倣
い、修正した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■大谷古墳群古墳データ 
 

 
 
■大谷古墳群石室開口方向 
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■大谷古墳群写真 
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－大谷古墳群１号墳－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－大谷古墳群1号墳前壁－ 

7 
 



　　

 

－大谷古墳群10号墳－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－大谷古墳群11号墳－ 
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